
　

暖
冬
の
ま
ま
春
が
来
そ
う
な
気
配
で
す
が
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
事
務
局
あ
て
年
賀
状
を

た
く
さ
ん
戴
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨

年
よ
り
た
く
さ
ん
の
蓮
の
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
蓮
通
信
33
号
お
届
け
し
ま
す
。

　

第
九
回
総
会
開
く

　

蓮
文
化
研
究
会
第
九
回
総
会
は
、
豊
島
区
立
勤
労
福
祉

会
館
で
、
一
月
二
八
日
午
後
一
時
よ
り
、
27
名
の
出
席
と
、

75
名
の
委
任
状
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
の
収
支
決
算
報
告
、
会
計
監
査
、
新
理
事
、

今
年
の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
は
同
封
別
紙
の
通
り
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則
の
改
定
が
若

干
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
別
紙
の
通
り
で
す
。

　

第
５
期
の
就
任
理
事
は
推
薦
投
票
の
結
果
、
８
名
＋
追

加
者
２
名
、
合
わ
せ
て
10
名
と
な
り
ま
す
。

　

総
会
・
特
別
講
演
は
、
松
山
俊
太
郎
先
生
に
「
イ
ン
ド
・

中
国
の
蓮
の
世
界
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
進
行
と
、
今
年
の
活
動
予
定
は
左
記
の
通
り
で
す
。

開　
　

会

議
長
選
出　

伊
藤
俊
久
氏
を
選
出

議
事
進
行　

２
０
０
６
年
事
業
報
告
（
別
紙
）　

　
　
　
　
　

２
０
０
６
年
収
支
決
算
報
告
（
別
紙
）　

　
　
　
　
　

会
計
監
査
報
告

　
　
　
　
　

第
５
期
理
事
選
出
開
票
結
果
（
別
紙
）

　
　
　
　
　

新
会
長
挨
拶
（
池
上
正
治 

理
事
が
代
行
）　

　
　
　
　
　

規
約
改
定
（
別
紙
）

　
　
　
　
　

推
薦
投
票
に
よ
る
当
選
者
８
名
及
び
追
加
者

　
　
　
　
　

２
名
の
理
事
就
任
承
認

　
　
　
　
　

２
０
０
７
年
事
業
計
画
（
案
）　

　
　
　
　
　

２
０
０
７
年
予
算
（
案
）　

　
　
　
　
　

そ
の
他　
　

　

以
上
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
理
事
紹
介

　

今
回
の
開
票
の
結
果
、
当
選
し
た
８
名
の
推
薦
に
よ
り
、

工
藤
愛
子
さ
ん
、
山
本
和
喜
氏
も
理
事
に
就
任
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
９
名
の
留
任
＋
１
名
の
新
理
事
体
制
と
な
り

ま
す
。
新
理
事
、
他
役
員
は
以
下
の
通
り
で
す
。

宿　

泊　

宿
泊
ご
希
望
の
方
は　

会
場
近
く
に
あ
る
東
大

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

宿
泊
代　

５
、０
０
０
円
（
予
定
）

　
　
　
　

詳
細
は
宿
泊
希
望
者
に
後
日
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

ご
注
意　

① 

雨
天
決
行
で
す
。

　
　
　
　

② 

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。
近
く
に

　
　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
。
お
茶
は
用
意
し
ま
す
。

締
切
り　

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の

方
は
３
月
30
日
ま
で
事
務
局
に
連
絡
下
さ
い
。

　
新
顧
問
を
松
山
俊
太
郎
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

空
席
に
な
っ
て
い
ま
し
た
、
当
研
究
会
の
顧
問
を
、
今

年
よ
り
、
松
山
俊
太
郎
先
生
（
イ
ン
ド
学
研
究
者
）
に
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
先
生
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
蓮
通
信

32
号
の
第
９
回
総
会
記
念
講
演
の
講
師
紹
介
を
参
照
下
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、
ネ
ッ
ト
の
「
松
山
俊
太
郎
執
筆
目
録
」

を
検
索
下
さ
い
。

　

会
費
納
入
の
お
願
い　

　

二
〇
〇
七
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
て
お
振
込
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

    

賛
助
会
員　

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　

    

夫
婦
会
員　
　

八
、〇
〇
〇
円

　
　
　

    

一
般
会
員　
　

五
、〇
〇
〇
円

郵
便
振
替
番
号

　

蓮
文
化
研
究
会　

０
０
１
７
０
‐ 

５ 

‐
６
０
８
７
０
８

　

事
務
局
よ
り
お
願
い

　

理
事
改
選
の
投
票
及
び
総
会
出
欠
の
ハ
ガ
キ
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
回
収
率
が
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
総

会
出
欠
ハ
ガ
キ
は
半
分
、
理
事
改
選
の
投
票
は
三
分
の

一
で
し
た
。
蓮
文
化
研
究
会
の
活
動
を
支
え
る
の
は
会

員
各
位
の
力
で
す
、
事
務
局
か
ら
の
要
望
に
は
出
来
る

だ
け
ご
返
事
を
出
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
務
局
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
手
元

の
電
話
番
号
帳
の
書
き
換
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
住
所
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

新
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ    

０
３
‐
３
９
５
１
‐
５
６
３
０

　

顧 

問　

松
山
俊
太
郎
（
イ
ン
ド
学
研
究
者
）

　

会 

長　

南　

定
雄

　

理 

事　

三
浦
功
大
（
事
務
局
長
）    

池
上
正
治　

千
島
秀
元

　
　
　
　

 

木
暮
照
子　

印
南
洋
造　

上
村
皓
彦　

小
松
玉
枝

　
　
　
　

 

工
藤
愛
子　

山
本
和
喜

　

監 

査　

辻
田
紀
代
志　

秋
山
恵
俊

　

二
〇
〇
七
年
の
活
動
予
定

２
月
初
旬　

蓮
通
信
33
号
発
行　

４
月
８
日
（
日
）
第
35
回
例
会
「
蓮
根
植
替
え
実
習
及
び 

　

蓮
根
分
根
」
東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

５
月
中
旬　

蓮
通
信
34
号
発
行

５
月
26
日
（
土
）
第
36
回
例
会
・
情
報
交
換
会　

６
月
下
旬　

蓮
通
信
35
号
発
行

７
月
？
日
〜
？
日　

第
21
回
中
国
荷
花
展
参
加

７
月
14
日
（
土
）
第
37
回
例
会　

蓮
文
化
研
究
会
主
催

　

観
蓮
会　

東
大
緑
地
植
物
実
験
所

７
月
17
日
〜
18
日　

　

京
都
花
蓮
研
究
会
観
蓮
会
（
琵
琶
湖
）

８
月
下
旬　

蓮
通
信
36
号
発
行

９
月
30
日　
『
会
報
蓮
文
化
だ
よ
り
』
12
号
原
稿
締
切
り

10
月
27
日
（
土
）
第
38
回
例
会
・
情
報
交
換
会　

11
月
下
旬　

蓮
通
信
37
号
発
行

平
成
20
年
１
月
中
旬　

　

第
10
回
総
会
及
び
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
12
号
発
行
予
定

　

蓮
根
植
替
え
実
習
及
び
蓮
根
分
根
の
お
知
ら
せ

日　

時　

２
０
０
７
年
４
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
14
時

場　

所　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所　

住　

所　

千
葉
市
花
見
川
区
畑
町
１
０
５
１

問
合
せ　

事
務
局　

０
３
‐
３
９
５
１
‐
５
６
３
０

　

※
当
日
事
務
局
の
携
帯 090

‐3596

‐2822

（
三
浦
）

講　

師　

南　

定
雄　

会
長

参
加
費　

会　

員  

２
、０
０
０
円
（
肥
料
代
及
び
蓮
根
代
）

　
　
　
　

非
会
員  

３
、０
０
０
円
（
肥
料
代
及
び
蓮
根
代
）

集
合
場
所　

①  

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所

　
　
　
　
　

②  

JR
総
武
線
新
検
見
川
駅
改
札
口

　
　
　
　
　
　

９
時
半
〜
10
時
に
新
検
見
川
駅
に
着
い
た

　
　
　
　
　
　

方
は
送
迎
い
た
し
ま
す
。



　

新
生
男
児
「
蓮
」、
昨
年
は
第
３
位
に    

池 

上 

正 

治

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
、
新
聞
の
記
事
に
注
意
し
て
い
る
。
理

由
の
一
つ
に
、
新
生
児
の
名
前
の
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
・

ソ
ー
ス
が
生
命
保
険
会
社
で
あ
る
こ
と
は
、
か
ね
て
知
っ
て
い
た
。

な
ら
ば
い
っ
そ
の
事
、
ネ
ッ
ト
で
探
す
こ
と
に
し
た
。
目
的
は
、

当
然
、そ
の
年
に
「
蓮
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
男
児
の
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

　

過
去
８
年
間
、04
年
の
11
位
を
除
け
ば
、な
ん
と
蓮
（
れ
ん
）
君
は
、

ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
し
て
い
る
！　

命
名
の
由
来
と
し
て
は
、
仏
教
や

映
画
な
ど
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
宿
題
と
し
た
い
。　

　

大
賀
蓮
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
へ      

南　

定 

雄

　

昨
年
の
11
月
よ
り
今
年
２
月
初

旬
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
タ
イ
・

チ
ェ
ン
マ
イ
国
際
園
芸
博
覧
会
の

日
本
政
府
出
展
の
庭
園
に
は
、
日

本
か
ら
送
ら
れ
た
、
大
賀
蓮
、
舞

妃
蓮
や
そ
の
他
の
蓮
が
咲
い
て
い

ま
す
。
大
賀
一
郎
氏
の
「
蓮
は
平

和
の
象
徴
な
り
」
と
、
阪
本
祐
二

氏
の
「
荷
風
千
里
」
の
記
念
碑
も

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
の
蓮　
　
　

  

三　

浦　

功　

大

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
て
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど

過
ぎ
た
。
閲
覧
す
る
の
は
主
に
蓮
関
係
の
サ
イ
ト
で
あ
る
。
蓮
の
花
、

蓮
華
、
れ
ん
こ
ん
、
散
華
、
荷
花
な
ど
を
検
索
し
て
見
て
い
る
が
、

蓮
の
花
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
こ
れ
ほ
ど
い
る
の
か
と
思
う

く
ら
い
、
検
索
結
果
で
ヒ
ッ
ト
す
る
数
の
多
さ
に
驚
く
。
こ
れ
ら
を

全
部
見
て
回
る
に
は
、
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
の

項
目
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
を
見
て
い
る
と
蓮
の
花
に
つ
い
て
の
言
及
に
は
、
単
純
な

間
違
い
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
正
し
い
認
識
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。
検
索
に
出
て
く
る
項
目
に
書
き
込
ん

で
い
る
人
達
は
、
先
人
の
書
い
た
間
違
い
を
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

ま
ず
、
蓮
と
睡
蓮
が
同
じ
も
の
と
思
っ
て
い
る
蓮
マ
ニ
ア
が
ま
だ

大
勢
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、蓮
と
蓮
根
は
違
う
植
物
と
思
っ

て
い
る
人
も
中
に
は
見
受
け
ら
れ
た
。

　

植
物
分
類
で
も
蓮
は
蓮
科
、
蓮
属
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般

的
だ
が
、
ま
だ
睡
蓮
科
、
蓮
属
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

蓮
の
原
産
地
が
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
中
国
な
ど
、
と
書
い
て
い

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
中
に
は
ご
丁
寧
に
原
産
地
を
二
ヶ
所
、三
ヶ

所
と
書
い
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
蓮
の
原
産
地
は
ま
だ
特
定
で
き

て
い
な
い
。

　

ほ
と
ん
ど
の
サ
イ
ト
で
、「
大
賀
蓮
」
を
「
大
賀
ハ
ス
」
と
書
い

て
あ
る
の
が
気
に
な
っ
た
。「
お
お
が
は
す
」
は
「
大
賀
蓮
」
で
登

録
さ
れ
て
い
る
品
種
名
で
す
の
で
、「
大
賀
ハ
ス
」
で
は
な
く
、「
大

賀
蓮
」
と
書
く
の
が
正
し
い
表
記
で
す
。
ま
た
、
蓮
の
日
が
、
７
月

３
日
、
８
日
、
23
日
の
３
通
り
あ
っ
た
。

　

元
来
、
占
い
や
花
言
葉
な
ど
は
信
じ
な
い
が
、「
蓮
」
の
花
言
葉

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
驚
く
ほ
ど
沢
山
の
サ
イ
ト
が
延
々
と
画
面
を

埋
め
尽
く
す
。
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
雄
弁
、
沈
着
、
熱
愛
な
ど
ま
ち

ま
ち
だ
っ
た
。
蓮
が
出
て
い
な
い
サ
イ
ト
も
あ
る
。
サ
イ
ト
を
作
っ

て
い
る
人
が
、
好
き
勝
手
に
書
い
て
い
る
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
皆

さ
ん
も
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

新
年
西
武
線
沿
線
の
寺
院
巡
り
を
し
ま
し
た
ら
、
新
青
梅
街
道

沿
い
哲
学
堂
公
園
の
す
ぐ
近
く
、
中
野
区
江
古
田
一
丁
目
の
「
蓮

華
寺
」
の 

本
堂
の
ガ
ラ
ス
戸
が
蓮
池
で
し
た
。（
写
真
下
）

　

新
井
薬
師
の
天
水
も
蓮
の
花
と
蓮
の
葉
で
し
た
。
共
に
西
武
新
宿

線
新
井
薬
師
駅
下
車

（明治安田生命HPより）

2006 年　3位

2005 年  11 位

2004 年　1位

2003 年　8位

2002 年　4位

2001 年　5位

2000 年　8位

1999 年　9位


